



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　…P＊目標（目標設定）の原則i遂行任務明認主義　　　 　　 　　 　　…
Q＊主導（主導攻勢）の原則i先見先手先制主義　　　　　　　　　　　　…
R＊機動（機動運用）の原則i兵力移動柔軟主義　　　　　　　　　　　　i4＊集中（集中打撃）の原則il点集中攻撃主義　　　　　　　　　　　　…5　相乗（相乗機能）の原則i投入資源融合主義　　　　　　　　　　　　き
U　直撃（分断撃破）の原則i弱点虚点打倒主義　　　　　　　　　　　　…
V＊衝隙（衝隙奇襲）の原則i意表攻撃画策主義　　　　　　　　　　　　i8　変新（変新攻防）の原則i戦法変幻自在主義
〔備考〕⑦アラビア数字の後の＊印は、『戦闘9原則』に用いられた項目であることを示す。
　　　②本チャートにおける職い’うとは、「ビジネス活動上の戦い」あるいは「マーケティング展開上
　　　　の戦い」を意味する。
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